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■平成 27年度事業全体報告 

 

 平成 27年度は、NPO 法人小平市民活動ネットワ 

ークがあすぴあの指定管理者となって 6年目の年

でした。登録団体数は、115 団体から 120 団体と

なり、年間の利用者数は 3月中旬で 1万人を超え

ました。また、電話や窓口での相談件数は、月平

均 6 件ほどありました。あすぴあ最大のイベント、

ＮＰＯフェスタへ新しく参加する団体が増え、会

場の広さから募集団体数を 60 と限っているため、

参加を断らなければならないこともありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主な助成金情報をホームページに掲載してい

ますが、あすぴあ宛てに届く助成団体からの手

紙、メール、チラシの種類も増えてきました。

チラシの部数が多い場合には、あすぴあ登録団

体を中心に情報を送るようにしています。 

  あすぴあ主催講座を中心に市民活動情報を発

信するメールマガジン「メルマガあすぴあ」は、

毎月25日前後に配信し11号までつくりました。 

 送信希望者は少しずつ増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録番号 登録年 法人格／法人名 団体名
1 H22 視覚障害者パソコン教室
3 H22 小平市けやきの会
4 H22 パソコン徒然草の会
5 H22 特定非営利活動法人 小平シニアネットクラブ
7 H22 はじめてのパソコンサークル
11 H22 小平図書館友の会
12 H22 特定非営利活動法人 小平ハートピア
13 H22 地域生活支援センターあさやけ

14 H22 こだいら参画の会
15 H22 KASA（小平自閉症を考える会）

18 H22 小平こども劇場
19 H22 こだいら市民提言の会
21 H22 特定非営利活動法人 匠リニューアル技術支援協会
22 H22 特定非営利活動法人 PIANT A TREE PLANT LOVE
23 H22 政治・知りたい、確かめ隊
26 H22 右脳いきいきクラブ
27 H22 特定非営利活動法人 ふれあいアカデミー
29 H22 インドな人口問題を考える会

あすぴあ登録団体一覧表
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登録番号 登録年 法人格／法人名 団体名
31 H22 小平ターゲット・バードゴルフ協会

32 H22 うたごえin元気村
33 H22 ボーイスカウト小平第２団
34 H22 小平市女性のつどい
35 H22 たまの音楽家
36 H22 いきいき９３
37 H22 精神保健福祉ボランティアの会「ひだまり」
38 H22 少年少女キャンプ村　小平・西東京
39 H22 こだいらＤＶ防止ネットワーク
40 H22 萩山・小川団地九条の会
42 H22 特定非営利活動法人 移動サービス・バイユアセルフ
43 H22 地球クラブ
44 H22 特定非営利活動法人 ＡＣＴたすけあいワーカーズ小平らいふえいど
45 H22 小平ＩＴ推進市民グループ
46 H22 特定非営利活動法人 アトリエ・パンセ
47 H22 ボーイスカウト小平第１団
48 H22 ガールスカウト東京都第176団
50 H22 小平少年少女青空学校
51 H22 小平小川西パソコンサークル
52 H22 小平市障害者団体連絡会
53 H22 社会福祉法人／つむぎ 社会福祉法人つむぎ　おだまき
54 H22 合唱団「みらい」
55 H22 小平市自治基本条例市民の集い
56 H23 パソコン復習塾
57 H23 自転車スイスイ
60 H23 Ｋ．Ｋ．メンネルコール
61 H23 上鈴木西地区３・３・８道路を考える会
62 H23 特定非営利活動法人 こども未来研究所
63 H23 小平市グラウンドゴルフ協会
65 H23 ダンスパフォーマンス集団　迫-HAKU-
66 H23 小平おもちゃ病院
70 H23 公益社団法人 小平市シルバー人材センター
72 H23 特定非営利活動法人 こだいら自由遊びの会
73 H23 むさしの会
74 H23 特定非営利活動法人 ラスキア
75 H23 市民プラザこだいら
77 H23 特定非営利活動法人 ぶるーべりー愛犬ふぁみりー協会
80 H23 朗読小平教室（ひびき）
81 H24 特定非営利活動法人 MyStyle＠こだいら
82 H24 特定非営利活動法人 だれもがともに小平ネットワーク
84 H24 きらめきナイト
86 H24 たまり場フォーティワン
87 H24 特定非営利活動法人 小平市民活動ネットワーク
88 H24 子ども∞幸せ円卓会議inこだいら
89 H24 小平ユネスコ協会
90 H24 小平断酒会
91 H24 熟年いきいき会
92 H24 音の会
93 H24 こだいら平和コンサート・合唱団どれみ
94 H24 グリーン研究会
95 H24 小平要約筆記サークル「ほおずき」
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登録番号 登録年 法人格／法人名 団体名
96 H24 特定非営利活動法人 障がい者職業支援　飛行機雲
97 H24 poco-A-poco
98 H24 原発にさよならを／小平の会
99 H24 特定非営利活動法人 こだいらソーラー
101 H24 小平都市計画道路に住民の意志を反映させる会
102 H24 こだいら菜の花プロジェクト
103 H25 ママさんバンドサウダージ
104 H25 こだいら市民活動まちづくりネットワーク2012
106 H25 小平Ｎゲージレイアウトサークル
107 H25 アロマサロン
108 H25 平和のための戦争展・小平
109 H25 特定非営利活動法人 子育てサポートきらら
110 H25 学び舎江戸東京ユネスコクラブ
111 H25 やすらぎコンサート　Sana（さ～な）
112 H25 安心安全ウォークネット塁
113 H25 障害者パソコン自主勉強会　飛躍
114 H25 親子でグッドコミュ二ケーション　ラ：ピース
115 H25 プアナ・ティアレ
116 H25 終活を考える会　小平
117 H25 点字の会「てんとう虫」
118 H26 小平市子ども文庫連絡協議会
119 H26 ＬＰＧ
120 H26 日本太極柔力球小平支部
121 H26 さよなら原発　萩山・小川の会
122 H26 特定非営利活動法人 こども未来ラボ
123 H26 小平市身体障害者協会
124 H26 きらきらカフェ
125 H26 ブルーベリーパラダイス
126 H26 みんながみちるプロジェクト
127 H26 小平はぐくみプロジェクト
129 H26 小平市脳卒中患者友の会
131 H26 特定非営利活動法人 ライフデザインむすび
132 H26 災害ボランティア未来
133 H26 苔玉会
134 H26 親子リトミックサークルピッコロ
135 H26 こだいら国際協力プロジェクトSeed
136 H26 ３．１１に学ぶ小平の減災を考える会
137 H26 小平井戸の会
138 H26 小平　市民後見を考える会
139 H26 玉川上水ストーリーテラーズ
140 H26 すまいるサロン
141 H27 白雲木
142 H27 世界の歴史を学ぶ会
143 H27 憲法カフェ
144 H27 中央大学小平白門会
145 H27 コーダー道場こだいら
146 H27 コミュニティ・プラネットs in小平
147 H27 ごはん＆小麦の幸せ時間
148 H27 ここぷらっと～こだいら・こども・こそだてプラットフォーム～

149 H27 天地虹の会
150 H27 小平ジュニアバドミントンクラブ

平成27年度末　あすぴあ登録団体数　120
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 あすぴあ登録時には、団体の活動分野に関する書類の提出を求めています。ひとつの団体で

複数の活動をする場合は、複数の分野にしるしをつけます。グラフを見ると、どの分野にも表

示があって市民活動の多様性がわかり、興味深いものがあります。平成 27 年度は⑥学術・文

化・芸術・スポーツの分野の伸びが大きかったことが特徴です。 
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平成 27 年 3 月までの総利用者数は 10,585 人。

そのうち交流スペース利用者数は 5,331 人。昨年

よりも 700 人ほどの増加が見られました。昨年同

様、小平元気村おがわ東の複数の施設へ来た人た

ちが、あすぴあにまで足を延ばして休んでいく姿

がよく見られました。例えば、同じ階にある子ど

も家庭支援センターに来た親子がお昼を食べて帰

る、ファミリーサポートセンターの登録に来た人

がコーヒーを飲んで帰る、元気村で働く人たちが

お弁当を食べに来る、1階にある福祉施設に来た人

がお茶を飲みに来る、多目的ホールで体を動かし

た人たちがひと休みしてから帰る、あすぴあ会議 

室利用後の休憩に使う等々、あすぴあは気軽に利 

 

 

用できる「お休み処」のような役目を果たして

きました。利用する人たちは、休みながらチラ

シを見たり、団体紹介展示を見たり、本や新聞

を見たりしました。そして、社会の課題につい

て語る様子は、通常の会議室利用の時には気づ

かないことでしたが、市民は同じように考えて

いるということと市民活動の広がりが予想され

て、心強さを感じました。 

元気村の屋外広場、萩山グラウンドを利用す 

る団体も活動後、打ち合わせや休憩に使ったり

しました。団体の総会が行われる時期には、長

机を使って印刷物の帳合作業をしていました。 

 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回転率・利用率は、例年そうですが、8月・12月に低くなり、気候

のよい春や秋に高くなります。ところが、今年は 8月と 1月が低くな

り、折れ線も鋭角になって減少の度合いが大きくなっていることがわ

かります。これは、年末年始の休館日が例年よりも長かったためだと

思われます。2 月・3 月は、寒い時期にも拘わらず、他の公共施設を

利用して行われる市民活動のイベントも比較的多い月です。 

 会議室は、午前、午後、夜間と分けて利用

申込みを受け付け、それぞれを 1コマと呼び

ます。つまり、1日に 3コマあることになり

ます。 

 右の表は月別の利用率と回転率を表わし

ています。 

 利用率とは利用日数を開館日数で割った

ものです。例えば、4 月は 25 日間開館して

いて利用日数は 24日です。 

24÷25＝0.96 となるので、利用率は96.0％

となります。 

 回転率とは、利用コマ数を利用できる全コ

マ数（開館コマ数）で割ったものです。例え

ば、4 月は 42 コマの利用があり、全コマ数

は 75。42÷75=0.56 となるので、回転率は

56.0％となります。 
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登録団体は印刷機の利用ができます。印刷機

は、2色印刷ができる簡易印刷機です。プリンタ

ーのような精度の印刷はできませんが、デザイ

ンやインクの色の工夫次第で様々な印刷物がで

きます。黒・赤・青・緑の 4 色。黒と赤、黒と

青、黒と緑の 2 色印刷の他に、単色印刷もでき

ます。紙は、団体が持ち込みで用意します。版

下 1枚 50円。印刷は、100 枚まで 20 円です。 

ラミネータの貸出しもしています。シート込

みの値段は、Ａ４ 15 円、Ａ３ 30 円。機械が

過熱するので、長時間の使用はできません。利

用団体から文房具店に頼むより安価だと言われ

ています。 

 

 

 左のグラフは、午前、

午後、夜間別の回転率を

表しています。 

 回転率とは、利用コマ

数を利用できる全コマ

数で割ったものです。例

えば、4 月の午前は 15

コマの利用があり、午前

の全コマ数は 25。15÷

25=0.6 となるので、

回転率は 60%となりま

す。 

平成 26 年度の会議室利用コマ別回

転率のグラフ（右）と平成 27 年度の

グラフ（上）を比べると、午前・午後・

夜間のどの数値も 27 年度の方が高く

なっています。 

 夜間の回転率は、平成 26 年度には

10％台が 1か月分ありましたが、平成

27年度には平均32%となり増加傾向に

あると言えます。登録団体の中で夜間

に利用する団体が増えたためだと思

われます。 



8 

 

 

あすぴあの図書は、市民活動関連の書籍を中心

に幅広く集めています。新着図書は表紙が見える

ように配置しました。交流スペースに利用者の希

望を聞くための箱を設けています。市民活動の定

期発行物も含め、市内の図書館にはない本をそろ

えるように、運営会議で話し合って購入を決めて

います。 

 

 廊下の掲示板も 4か所あります。ひとつは「み

んなのけいじばん」と名付けて、市民活動団体の

みなさん自身がチラシを貼り出す場所をつくりま

した。助成金情報や公的なチラシを貼る掲示板も

あります。その他の項目でも書きましたが、交流

スペースの掲示板には、近隣市のイベントをコー

ナーにしてチラシを貼り出しています。 

 

 

 

 定期的に送られてくる地域情報紙、東京ボラン

ティア・市民活動センターの冊子などを丸テーブ

ルに並べています。来訪者に好評です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流スペースには、登録団体の中から希望

する団体の展示物を掲示して、活動内容のＰ

Ｒに使う団体紹介展示のコーナーがありま

す。期間は約１か月。あすぴあに来た人たち

が読んでいきました。イベントの告知のため

に使う団体もありました。 

 

キャッチコピー 

文房具の貸し出しもしています。 

１年分の展示を写真入りで 

紹介しました。 

近隣市の 

イベント 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時：６月１３日（土） 

開催場所：小平元気村おがわ東第二会議室 

参加人数：１６人 

講師：浅海義治さん（世田谷トラストまちづくり） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時：８月２９日（土）、９月５日（土）、 

     ９月２６日（土) 

開催場所：小平元気村おがわ東第二会議室 

     小平市きつねっぱら子どもキャンプ場 

参加人数：８人、８人、８人（＋家族） 

講師：小平市スカウト協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワークショップの手法は近年あちこちで行

われ、特に市民活動の場では広く取り入れられ

てきました。体験した人も自分たちでこの手法

を取り入れて行うとなると、実際にはどのよう

にしたらよいかとためらってしまいます。そこ

で、この手法についての「参加のデザイン道具

箱」４部作を出版してワークショップの手法を

教えてきた老舗ともいうべき、世田谷トラスト

まちづくりの浅海さんを講師に迎え、あすぴあ

としては初めての１日集中講座を開きました。 

講師の言う言葉をすぐに図に表したり、まと

めたりするなど、全神経を集中させて参加しな

ければないらない講座でした。結果は、「参加

してよかった」という声が聞かれました。 

 

◎上記の４部作はあすぴあの書架にあります。 

「参加のデザイン道具箱」 
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開催日時：１１月２８日（土）、１２月５日（土） 

 

開催場所：小平元気村おがわ東第二会議室 

参加人数：延べ２２人 

講師：馬場利明さん（税理士） 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

開催日時：２０１６年１月２４日（日） 

 

開催場所：小平市福祉会館 

参加人数：１６３人 

講師：藻谷浩介さん（日本総合研究所） 

 

 公開されているデータを基に、藻谷浩介さんが

「小平の近未来」について講演をしました。小平

市の公民館が持っている、聞こえにくい人に有効

な磁気ループと要約筆記の配置をしました。「久し

ぶりに目的が達成される講演会だった」「数字の読

み方考え方を学んだ」等々の感想がありました。 

 講演会の後に、関心のある人たちが集まり「藻

谷浩介さんの講演会を聞いて思ったことや考えた

ことを語り合う会」を開きました。出席者は 5 人

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動に参加する若い世代をふやすため

に、アウトドアに興味がある人たちのうちでも

男性を対象に、小平市スカウト協議会の協力を

得て講座を開催しました。最終回には家族も参

加して、きつねっぱら子どもキャンプ場で半日

の野外活動をしました。ビニール袋に粉と他の

材料を入れて手でこね、発酵させた生地をせん

べいの缶に入れてかまどで焼くとピザができま

した。 

◎参加者の中から次年度のイベント部会員の申

込み者が出ました。 

 

 定期的に開いているＮＰＯ会計の講座を実施し

ました。税理士の馬場さんの丁寧な説明は、わか

りやすく、休憩時と終了時に質問時間を設けたの

で「目的が達成された」というアンケート結果が

多かったようです。 
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開催日時：７月２５日（土） 

開催場所：小平市中央公民館 

参加人数：７人 

ゲスト：小平ボードゲーム交流会 

小平こども劇場 

ＮＰＯ法人こだいら自由遊びの会 

  

 市内には福祉に関する団体が多く活動していま 

す。3 番目に数が多いのが子どもに関わる団体で 

す。その中でも子どもの遊びを活動にしている団 

体の交流会を開き、情報交換をしました。 

 

 

 

 

 

開催日時：１１月１３日（土） 

開催場所：あすぴあ会議室 

参加人数：２２人 

ゲスト：Ｊ：ＣＯＭ、ＦＭ西東京、タウン通信 

    Asacoco（アサココ） 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メディアを知らない人はいませんが、直接関

わってもよいのだろうかと躊躇していた人た

ちにとっては、目からウロコが落ちるような企

画でした。メディアは、イベントなどをする時

にもっと積極的に接してもよい相手であるこ

とがわかってきて、メディアへのアピールの仕

方を熱心に尋ねる姿が印象的でした。その後、

活動をメディアに紹介してもらう団体も出た

り、他の団体とのコラボを考える団体も出たり

して目に見える収穫があった２時間３０分で

した。 

◎同じような企画が他市で行われていたのを

参考にしました。 



12 

 

 

 

開催日時：平成２８年２月１３日（土） 

開催場所：小平元気村おがわ東第二会議室 

参加人数：４３人 

ゲスト：ＮＰＯ法人豊島こども WAKUWAKU 

    ネットワーク、はちおうじ子ども食堂 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時：３月１２日（土） 

開催場所：小平市中央公民館学習室４ 

参加人数：１９人 

ゲスト：ＫＡＳＡ、ＮＰＯ法人子ども未来ラボ、 

    poco-A-poco、ポップコーン 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「子どもの貧困」については、新聞やＴＶなどで

度々取り上げられています。小平でも「子ども食堂」

を始めた人たちがいることがわかり、すでに行動を

起こして定期的に「子ども食堂」を開き、全国的な

「こども食堂ネットワーク」に関わった豊島こども

WAKUWAKU ネットワークの方と八王子市で子ども食

堂を開いている大学生 2 人にお話をしていただき

ました。会場には定員 30人をはるかに超えるみな

さんが参加して熱気に包まれました。 

 

◎その後、平成 28年度のあすぴあ通信で「子ども

食堂」についての特集を載せました。 

 

 毎年 4 月の第１週には発達障がい月間の

様々なイベントがあります。地域でもマスコ

ミでも「発達障がい」という言葉を聞くこと

が多くなりました。そこで、タイトルのよう

なサロンを開き、市内で活動を続けている 4

団体のみなさんのお話を聞いて、「発達障が

い」について知るサロンを開きました。市役

所の担当課からも 2 人の出席があり、市の説

明も聞くことができました。 

 ゲストの話と資料は、参加者の知りたいこ

とにぴったり合う内容だったように思われ

ます。開催時間が午前中だったので、質疑応

答の時間がとれなかったことは残念でした。 

 参加の申込みは多くはありませんでした

が、当日参加する方が結構ありました。 
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開催日時：１０月２５日（日） 

開催場所：小平元気村おがわ東 

参加団体数：６４団体 

来場者数：９７０人 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も動画をつくり、ホームページに載せました。

音楽もつけて上映時間は約 1分間。他に３分間動画 

もつくりました。 

 実行委員会形式で行なうＮＰＯフェスタは、

毎年来場者数が増えています。中でも、お子さ

ん連れの人たちが多く来るようになりました。

学校公開週間と同時期にならなかったので、近

くの小学校の子ども達が早い時間から保護者と

一緒に会場に来ていました。 

 飾り付けはきれいにできるようになりまし

た。市民活動の見本市に相応しく、参加団体の

展示は、毎年工夫が凝らされています。ＦＣ東

京のキックターゲット、多摩六都科学館の科学

体験教室、コダレンジャーやぶるべーのような

子どもたちが喜ぶ企画の他に、舞台では朝鮮舞

踊や太極柔力球の実演、フラダンスの公演など

がありました。 

災害時に利用する発電機を電気ポットやホッ

トプレートにつないで使ってみました。また、

初めて音響設備を借りて使いました。長年、聞

こえにくいと不評だった屋内広場の音の問題が

解決しました。 

  

萩山西交差点の角に 

道路占用許可をとっ 

て、大看板を立てま 

した。 
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 あすぴあ通信は年 5回発行しています。市内の

公共施設のほか、7つの西武線の駅の市報ボック

スにも置いています。バックナンバーをご希望の

方には送付しています。多摩地域の市民活動支援

センターや東京ボランティア・市民活動センタ 

―、２３区区役所の担当課にも送っています。 

 広報部会が、主にあすぴあ登録団体を取材して

記事を書いて載せています。今年度は紙面をリニ

ューアルしました。例えば、写真を大きく扱い、

読み物も充実させました。数年前にあすぴあが行

った調査・研究で、市民活動団体が「助成金・補

助金の申請の仕方がわからない」と自由記述で答

えていたので、今年度最後の「あすぴあ通信４７

号」で特集しました。このことは、センター窓口

で直接市民活動団体と接している職員の希望でも

あったので、実行に移すことができて有意義でし

た。 

 

市民活動団体データ集『むすぶ』は、窓口でも 

公共施設でも持ち帰る人が年々増えています。新

しい掲載団体は 12団体になりました。継続して作

成してきたことが、市民活動団体データ集と市民

活動支援センターあすぴあの存在を市民のみなさ

んに知らせることになり、ひいては市民活動の活

性化につながることになると思います。 

 掲載団体は毎年、市報こだいら 11 月 5 日号で 

募集しています。 

 

 

 市報で募集した公募市民のみなさんと一緒に

「市民活動＆協働はじめてＢＯＯＫ たねを育て

よう」を作成しました。これは、市民活動をまだ

していない、あるいは始めて間もない人向けの市

民活動のハンドブックです。読んでいくと、市民

活動と協働について、わかる仕組みになっていま

す。 
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開催日時：３月３０日（水） 

開催場所：あすぴあ会議室 

参加人数：７人 

 

・市民協働から 

   市民活動支援公募事業の説明 

・利用者アンケート集計の報告 

・団体の活動紹介、質問、懇談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年に１回、登録団体だけではなく、あすぴあを 

利用したことのある団体・個人が集まって懇談す 

る会を開いています。事前に１か月間アンケート 

を実施して、利用する人たちの声を集め当日の話

題にしています。 

 当日出た意見については、利用者懇談会報告書

を作成して、次年度のあすぴあの管理・運営に反

映することにしました。 

 

 

 

 

 

 市民活動相談は、電話、窓口での相談から相

談日を予約する「なんでも相談室」まで様々な

形があります。相談の内容は例えば、ＮＰＯ法

人格をとりたい、団体を立ち上げたばかりで相

談したいことがある、活動をひろげたい、とい

うような内容でした。市の各担当課からの問合

せや他市からの市民活動に関する問合せも多く

なった年でした。 
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                 自 由 記 述 

広々として使いやすい。 

大変感謝しつつ利用させていただいています。フェスタなどでは、他のサークルの動きを知る

ことができました。 

予約状況がもっと分かりやすい方がよい。 

会議室の申込み方法が複雑である。 

申込みが全部ネットでできるとよいと思います。 

トイレのドアが開けにくい。冬はちょっと寒い。 

いつもとっても丁寧に対応してくださって、感謝しています。 

活動に対して支えて協力してくださって感謝しております。 

大変よく対応してくださっています。 

インターネット環境の充実を望みます。 

市民協働の推進と成果が不明だと思います。 

シナジー効果のない市民協働は意味がないと思います。 

回収総数 

n=104 

 

≪利用者アンケートの集計から≫ 

2016.2 月～3 月 
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 あすぴあの事業の大部分は市民参加で行なわれ 

ています。春に市報こだいらで募集しますが、年

度の途中からでも部会に参加するこ 

とができます。 

 

■イベント部会 

 あすぴあでは市民活動パワーアップ講座と市民

活動交流サロンを年に 4回ずつ企画・運営してい

ます。毎月、あすぴあ交流スペースで部会を開き

ました。今年度はパワーアップ講座を 3回実施し、 

講演会も開催しました。 

 

 

 

 

 

 

■広報部会 

 毎月、交流スペースで部会を開き、あすぴあ通

信（年 5 回発行）の企画・取材・編集をします。 

また、あすぴあホームページとメールマガジンが

よりよいものになるように話し合いをしました。 

 

 

 

 

 

■フェスタ部会 

 毎年 10月にあすぴあ最大のイベント、ＮＰＯ 

フェスタが開催されます。部会では、ほぼ１年を

かけて企画、運営をし、実行委員会形式で行なわ

れます。実行委員は市報で募集したり、参加団体

に呼びかけたりします。フェスタ部会は、フェス

タの応援隊です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あすぴあの運営に関して、各部会の部会長と指

定管理者の理事たちが話し合う会議を月１回開き 

ました。運営会議で議題となった主なものは下記 

のとおりです。 

 

第 1回 4月 

  あすぴあ調査・研究事業について 

 あすぴあ運営・管理の５年間について 

第 2回 5 月 

 あすぴあ調査・研究事業について 

 あすぴあへの登録条件について１ 

第 3回 6 月 

 あすぴあ調査・研究事業について 

第 4回 7 月 

 データ集「むすぶ」の無断転載禁止について 

第 5回 8 月 

 他市市役所からのあすぴあ見学受入れについて 

第 6回 9 月 

 あすぴあへの登録条件について２ 

第 7回 10 月 

 あすぴあへの登録条件について３ 

第 8回 11 月 

 市報掲載について 

 藻谷さん講演会の段取りについて 

第 9回 12 月 

 図書の選定について１ 

第 10回 1 月 

 図書の選定について２ 

 ミニサロンについて 

第 11回 2 月 

 図書の選定について３ 

第 12回 3 月 

 調査・研究の担当者について 

 図書の選定について４ 
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 公募市民、登録団体、学識経験者などで構成さ 

れる会議です。オブザーバーで市民協働が出席し

ます。あすぴあは市民活動を支援するところです

が、そのあすぴあの動きを支援するのがこの会議

です。毎回、忌憚のない意見が出る場です。 

 平成 26年度は 7月、11月、3月の 3回開催され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

主な議題 

7 月：年次報告概要版を配付した 

 ＮＰＯフェスタについて 

  

  

 

11 月 

 ＮＰＯフェスタについて（終了した感想など） 

 

 

 

3 月 

 平成 27年度全般にわたる意見交換 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページの更新は、職員が毎日行って

います。 

昨年度秋に行ったあすぴあのホームページ

のリニューアルから 1 年以上経過し、新しい

ホームページの部分的な更新を少しずつ進め

たり、直近のあすぴあイベント情報を TOP

ページですぐに読めるようにしたりしまし

た。 

 近隣市のセンターのホームページもリニュ

ーアルが続いています。それらの見せ方を参

考にしながら、広報部会での話し合いや運営

会議での意見を取り入れ、職員間でも話し合

って、より良いホームページにしていきたい

と思っています。 

 メールマガジンを希望する方へ毎月配信し

ています。主にあすぴあ主催の講座・サロン

の予告や助成金情報、近隣市のイベント、あ

すぴあ図書からの紹介文も載せています。1

月に企画した藻谷浩介さんの講演会前後から

ホームページのアクセス数とメールマガジン

の申込みが増えたように思いました。 
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■東京ボランティア・市民活動センター 

  

 年に数回、飯田橋にある東京ボランティア・市

民活動センターで開かれる会議に指定管理者の理

事長と一緒に出席しました。 

 

 

■学園西町地区地域連絡会 

 

 昨年に引き続き、ＮＰＯに関わる施設として出

席しました。地域に関わる、小・中学校の校長、

ＰＴＡ会長、民生・児童委員、商店会、地域包括

支援センター、社会福祉協議会、国際交流協会が

話し合いをしました。他市の先進事例を見るため

に鶴ヶ島市に見学もしました。（あすぴあは行事が

重なったため、参加できませんでした。） 

 

■忘れない ３・１１展 2015 

平成 27 年度も中央公民館で行なわれた「忘れな

い ３・１１展」に展示で参加し、交流会にも出

席しました。あすぴあに届いた東日本地域の巨大

ポスターや東日本大震災関連の催物のチラシを展

示しました。 

 

 

 

 

 

■元気村の防災訓練に参加 

 

毎年秋に、小平元気村おがわ東内にある施設が

参加する防災訓練に指定管理者の理事と一緒に出

ました。非常階段を使ってグラウンドへ避難した

り、人員点呼、消火器の火元当て実習、消火栓の

ホースの使い方を練習したりしました。 

 

■６市・市民活動情報連絡会 

 

 八王子市、三鷹市、日野市、西東京市、府中市 

と小平市の 6市にある市民活動支援センターが市

民活動の情報交換をする会です。年に 3回ほど開

かれ、開催地は持ち回りで開いています。 

 

 

■他市の担当者とのつながり 

 

◇東京ボランティア・市民活動センターのボラン

タリーフォーラムで知り合いになった杉並協働プ

ラザの担当者を通じて、杉並区の通信に掲載され

ていた地域デビューの冊子を数部送ってもらいま

した。 

 

◇上記のイベントでたまたま同じテーブルについ

た人たち全員がそれぞれの施設でチラシや通信の

作成に関わる人たちでした。日頃チラシをつくっ

ているだけに、捨てるにしのびないという悩みを

持っていました。小平では「近隣市のイベント」

をいうコーナーをつくり、特別にチラシを貼り出

しているという話をしたところ、すぐにできるこ

とだと喜ばれました。 

 

◇青梅市市役所市民協働担当部署の職員と市民活

動団体の一団があすぴあを視察しました。三鷹市

市民協働センターとあすぴあの２か所の訪問でし

た。あすぴあの成り立ちなどの説明と事前にもら

った質問への答えと元気村館内の案内をしました。

複合施設にあるセンターのよさをアピールできま

した。 

 

◇武蔵村山市市民協働推進課の担当者に会いまし 

た。これまでメールのやりとりをしたり、NPO フ 

ェスタ見学にみえたりしていたので、こちらから 

訪ねました。この時に聞いた「武蔵村山子ども食 

堂」のニュースが平成 28 年度のあすぴあ通信の子 

ども食堂の特集につながっていき、充実した紙面 

づくりになりました。 

 

◇他市の公共施設に小平市の市民活動団体のイベ

ントチラシを置くことができるかどうか、小規模

ではあったが、調査をしました。結果は、あすぴ

あ通信で発表し、希望施設に送りました。 
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■学生とのつながり 

 

◇昨年同様、日野市の明星大学の大道芸団マアム

がＮＰＯフェスタに参加し、子どもたちに皿まわ

しの体験コーナーを提供しました。 

 

◇嘉悦大学の学生たちがゼミの教授といっしょに

ＮＰＯフェスタに参加し、アンケート回収などを

手伝い、アンケート回収率アップに貢献しました。 

 

◇夏の期間に、インターンシップの学生 1名の受

け入れをしました。主に 10 月に実施するＮＰＯフ

ェスタの準備と各事業部会への出席をしました。

公務員志望のようでしたが、あすぴあでの体験を

通して市民活動団体の熱心さに触れ、ＮＰＯへの

就職も選択肢のひとつに入れたとの感想をもらい

ました。 

 

◇市内大学の大学祭でＮＰＯフェスタに参加して

ほしいと思う団体へ勧誘のための手紙を手渡しま

した。結果は、平成 28年度のＮＰＯフェスタ参加

団体募集の際に出ることを期待しています。 

 

 

■他市の公共施設におけるチラシ置き場の条件に 

関する調査 

 

 市民活動でイベントをする時にチラシをどこに 

置くかということは結構重要な問題です。最近は 

遠くの町からの参加する人もいるので、チラシが

置ける他市の公共施設の情報は知りたいところで

す。夏の期間に小平市から約１時間以内に着くこ

とができる場所について実施しました。結果は、

あすぴあ通信４７号で発表しました。 

 

 

■あすぴあ・公民館・こだいらボラセン・市民協

働による地域福祉活動及び市民活動の中間支援に

関する情報交換会（略称ＡＫＶＳ） 

昨年度末から始めた、 

地域で活動している方 

たちの中で「地域コー 

ディネーター」と言う 

に相応しい人たちに集 

まってもらう座談会を 

2 回行いました。その後、地域のつながりづくり

を考える講座を実施し、地域で活動する団体や施

設での体験をしたりしました。講座の参加者から

イベント部会員への申込みをする人たちがいまし

た。 

 

 

■職員研修（夏と冬の内部研修）１ 

 

 職員からの希望を取り入れ、日常業務の中で疑

問に思っていたことを集めて話し合いをしました。 

公共施設には必ず設置されているＡＥＤですが、

実際に動かしたことのある職員が少なかったので、 

小平消防署に講習会を申し込みました。せっかく

の機会なので、元気村館内の他の施設の人たちを

誘っていっしょに講習を受け、施設同士の一層の

つながりもできたと考えています。 

 年 2回、事業所として課せられている消防訓練

もしました。 

 

 

■職員研修（外部研修）２ 

 

 職員がそれぞれ興味を持つ領域で外部の施設の

講座に参加する研修を行いました。市民活動団体

が常に関心を持つ「資金のつくり方」講座、ＮＰ

Ｏ法人のつくり方講座、ＮＰＯ法人の会計講座、

ＮＰＯの総会前に行う監査で注意しなければなら

ない点を教わる講座、相談で気をつけなければな

らない点を学ぶ講座などに出席しました。 

 

 

■あすぴあ勉強会 

 

 昨年度に引き続き毎月 1回、職員・指定管理者

ＮＰＯ法人の理事・3部会の部会長・部会員が参

加する「あすぴあ勉強会」を行いました。 

 

 

■「利用の手引き」改訂版作成 

 

 職員間で話し合い、変更点などを 

反映させた新しい「利用の手引き」 

をつくりました。印刷は年度末に行 

い、新年度からの配布としました。 
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2015年度実積 備考
収入合計 14,284,087

指定管理料 14,109,050
事業収入 13,500 市民活動交流サロン参加費、フェスタ反省・交流会参加費
雑収入 161,537 印刷機・コピー機・プリンター使用料

経費合計 13,493,577
１　人件費 7,144,525 常駐スタッフ昼間2名、夜間1名

2　事務費 201,052
メール便、文房具、用紙、カラ―プリンターインク、帳票類
伝票類、受講料、交通費、印紙税、送金手数料

3　管理費 2,823,701
通信運搬費、消耗品費、消耗什器備品費、交通費、印刷製本費
コピー機・パソコン等貸借料、保険料、修繕費、
支払い手数料、雑費、一般管理費

4　事業費 2,801,299

情報収集・発信事業費、セミナー開催・講師派遣等事業費、
普及啓発事業費、調査研究事業費
≪市民活動パワーアップ講座、市民活動交流サロン、
　ＮＰＯフェスタ、閲覧用図書、あすぴあ通信、むすぶ≫

5　消費税等 523,000

2015年度収支計算書
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